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新潟県は米の農業産出額が全国一の米どころです。新潟県の令
和５年度農業算出額（2,281 億円）のうち過半（1,255 億円）を
米が占めています。加えて「新潟県産コシヒカリ」や「新之助」
の知名度も高く、新潟県といえば米、というイメージが全国的に
強くあります。

米の知名度に押されて、畜産についてはあまり知られていない
のですが、畜産分野の農業産出額は令和元年度から毎年上昇して
おり、令和５年度には県の農業産出額のうち約２割（504億円）
を畜産が占めています。また、新潟県の県推進ブランド品目とし
て、「にいがた和牛」が選出される等しています。このことから、
畜産は新潟県にとって重要な産業であると言えます。

しかし、現在新潟県内の畜産農家戸数は飼料価格の高騰や後継
者不足等を原因として減少の一途をたどっています。更に、新潟
県及び各市町村に寄せられた悪臭苦情のうち、約３割が畜産に関
するものであり、畜産を続けていくためには地域との共存が不可
欠です。より良好な関係を構築するためには、畜産農家だけの課
題とせず、多くの方に現状を認識していただく必要があると考え
ます。

新潟県拠点では、「（公社）新潟県畜産協会」内にある「にい
がた畜産女子会」の会員の皆さまにご協力いただき、「新潟県の
畜産女子の取組を紹介します！」と題した記事を作成し、令和６
年６月～令和７年３月にかけて拠点情報誌に計10回連載しました。

このたび連載記事を事例集としてまとめ、広く紹介する運びと
なりました。

県内畜産農家の方に限らず、消費者の方、農業に関連する企
業・自治体の方等にも広くお読みいただき、畜産へのイメージ
アップや現状理解の一助としていただければ幸いです。
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千年の歴史を紡ぐ
山古志の牛の角突きの「いま」を知る

新潟県の畜産女子の
取組を紹介します！

新潟県では山古志（長岡市）・小千谷（小千谷市）闘牛場で角突きを行っています。千年の
歴史があると言われ、国の重要無形民俗文化財に指定されています。
「勝敗を決めず、引き分けで終える」という特徴があり、引き分けにする為に牛を制止させ

る勢子と呼ばれる方々の掛け合いも見どころのひとつです。
今回は、山古志で畜産を営み、闘牛のオーナー家族でもある関裕子さんにお話を聞きま

した！

牛の角突きとは？

夫の克史さんと共に肉牛の繁殖、肥育を行っていま
す。裕子さんは主に繁殖牛（子牛を産む雌牛のこと）と
子牛担当で、普段は子牛にミルクをあげたり、牛舎の
掃除をしています。
2022年には、5年に一度開催される「第12回全国和

牛能力共進会」に、新潟県代表として関牧場で育てた
「怪物君」（牛の名前）が出品されました。

▲関さん夫妻（左：裕子さん 右：克史さん）

山古志では、45頭の闘牛を１箇所に集めてお世話を
しています。日常のお世話はオーナーから委託された
山古志闘牛会の松井会長が行っています。
闘牛は普段はとてもおとなしく、人懐っこい性格で、

オーナーの車の音が聞こえると撫でてもらえる！と牛
舎から顔を覗かせたり甘えた声を出してきます。
でも、角突きになると闘争心を燃やします。牛舎から

闘牛場に向かうトラックの音でスイッチオン、その日出
場予定のない牛たちも闘牛場に連れて行ってほしくて
鳴き始めます。
普段のおっとりした性格と、角突きの時の鬼気迫る

表情のギャップに魅了されるファンも多いようです。

女性目線で角突きを盛り上げようと、2017年に創部。
現在部員は約60名で、オリジナルグッズの作成・販売
をしたり、フェイスブックやインスタグラムで広報活動
を行っています。
女子部の中には牛のオーナーを務めており、その中

でも闘牛場で牛の引き回しをする方も所属しています。

角突き女子部グッズ
デザインも部員の方々が
考えています。

新宅赤パンダ
真っ白な顔がインパクト

大！10歳です。
負けず嫌いな性格で、

角突きの結果に納得いか
ず、闘牛場からなかなか
退場したがらなかったこと
も。

新宅
12歳のベテラン闘牛。

取材の時は、片足を上げ
てブラッシングしてほしい
場所をアピールしたり、関
さんがいなくなると寂しそ
うにボソボソ呟く可愛い
一面を見せてくれました。

し ん た く

関家の闘牛紹介

山古志角突き女子部について

普段の畜産のお仕事について

POINT 

「新宅」は 関さんの屋号。今では自由な名付けが多いですが、昔は家の屋号を
名前にするのが基本でした。
体の柄に白いブチが入る牛を沖縄では「パンダ牛」といい、「新宅赤パンダ」はそ

こから名付けました。

闘牛について

全国闘牛サミット記念闘牛大会に
出たよ 結果はもちろん引き分け！

牛の世話は楽しいよ
大変なことも沢山あったけどね笑

今月号から女性畜産農業者の特集を連載します！
よろしくお願いします！（by畜産担当）
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い
ま
楽
し
み
な
こ
と

優
れ
た
能
力
を
持
つ
種
雄
牛
と
雌
牛
を
交
配
し
、
よ
り

良
い
種
雄
牛
を
つ
く
る
事
業
を
「
肉
用
牛
産
肉
能
力
平
準

化
促
進
事
業
」
と
い
い
ま
す
。
６
年
か
け
て
検
定
を
行
い
、

種
雄
牛
候
補
の
中
か
ら
優
れ
た
種
雄
牛
を
選
抜
し
ま
す
。

阿
部
牧
場
は
、
こ
の
事
業
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

牧
場
で
育
て
た
種
雄
牛
候
補
が
検
定
を
受
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

恵
梨
さ
ん
は
「
新
潟
県
出
身
の
種
雄
牛
は
今
い
な
い
の

で
、
う
ち
で
育
て
た
子
牛
が
種
雄
牛
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

嬉
し
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

（
あ
と
が
き
）

近
年
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
に
よ
る
牛
肉
の

消
費
量
の
減
少
を
理
由
に
、
子
牛
の
需
要
も
落

ち
、
落
札
価
格
が
暴
落
し
て
い
ま
す
。
年
４
回

の
セ
リ
市
場
の
時
し
か
収
入
の
機
会
が
無
い
繁

殖
農
家
に
と
っ
て
は
非
常
に
苦
し
い
局
面
が
何

年
も
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
特
集
が
国
産
牛
肉
の
消
費
や
畜
産
へ
の

問
題
意
識
を
持
つ
方
が
少
し
で
も
増
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

新潟県の畜産女子の
取組を紹介します！

お
い
し
い
和
牛
の
第
一
歩

「
繁
殖
農
家
」
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？

繁
殖
農
家
と
し
て
の
こ
だ
わ
り

「
自
分
た
ち
の
経
営
が
順
調
な
ら
ば
売
り
っ
ぱ
な
し
で

も
良
い
、
と
い
う
考
え
で
は
い
た
く
な
い
。
繁
殖
農
家
と

肥
育
農
家
が
お
互
い
に
ｗ
ｉ
ｎ‐

ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る
子
牛
を
育

て
た
い
。
」と
恵
梨
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

皆
に
セ
リ
で
買
っ
て
も
ら
え
る
、
肥
育
農
家
さ
ん
の
元

に
行
っ
た
後
も
飼
料
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
育
て
や
す
い
、

肉
に
し
た
と
き
に
損
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
子
牛
を

夫
婦
で
目
指
し
て
い
ま
す
。

に
い
が
た
畜
産
女
子
会
に
つ
い
て

恵
梨
さ
ん
は
今
年
度
、
に
い
が
た
畜
産
女
子
会
会
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

に
い
が
た
畜
産
女
子
会
は
、
平
成
29
年
に
発
足
し
ま
し

た
。
県
内
の
畜
産
に
携
わ
る
女
性
で
構
成
さ
れ
、
会
員
同

士
の
情
報
交
換
や
研
修
な
ど
を
通
じ
て
魅
力
あ
る
楽
し

い
畜
産
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
会
員
が
生
産
し
た

畜
産
物
や
ス
イ
ー
ツ
を
対
外
向
け
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
す
る

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
牧
場
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

恵
梨
さ
ん
夫
妻
は
、
長
岡
市
川
口
地
域
で
母
牛
約
70
頭
、

子
牛
約
20
～
30
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
年
４
回
の
セ
リ

市
場
に
む
け
て
約
９
カ
月
間
、
人
の
手
で
子
牛
を
育
て
て

い
き
ま
す
。

飼
料
の
自
家
栽
培
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
阿
部
牧
場
の

母
牛
が
食
べ
る
乾
草
な
ど
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
自
給

で
す
。
化
学
肥
料
に
頼
ら
ず
、
畑
に
堆
肥
を
入
れ
て
飼
料

を
作
っ
て
い
ま
す
。

▲生後３日で親から離れ恵梨さんに育てられます。
とても人懐っこく、カメラに興味津々です。

▲インタビュー中の恵梨さん。構ってほしい子牛たちにたくさんちょっかいを出されてました。

ご多忙の中、今回はご夫婦で繁殖
農家を営む、阿部恵梨さんを取材し、
恵梨さんの取組や畜産への思いな
ど様々なお話を聞かせていただき
ました。
肉牛農家には、繁殖農家と肥育農
家の二種類があることをご存じで
しょうか？母牛に産ませた子牛を育
ててセリに出すのが繁殖農家、セリ
で買った子牛を育てて肉用牛とし
て出荷するのが肥育農家です。繁殖
と肥育どちらも行うことを一貫経
営と呼びます。
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▲かおりさん（右）が蜂蜜の瓶詰めなど商品担当、友哉さん（左）が蜜蜂の管
理を担当しています。今年の１月に株式会社に。社員も１名迎えました。

春～初夏にかけて蜂蜜の採取を行います。
この期間は朝２時に起きて県内各地の採蜜場
に移動、４時から採蜜を行う超ハードスケ
ジュール。

どうしてこんなに朝早いのでしょうか？
蜜蜂は昼間に集めてきた蜂蜜の水分を羽を

使って夜中に蒸発させ、糖度を上げます。朝
になるとまた新しい蜂蜜を集めに出かけます。
新しい蜂蜜が運ばれると、夜中に上がった糖
度が下がってしまうので蜜蜂が動き出す前に
採蜜するのです。

採蜜方法や道具にもこだわりが。採蜜から
瓶詰めまで全て橋元さんの手で行っています。
県内各地の花畑で採取した蜂蜜を秋葉区の作
業所に戻って瓶詰めすることで衛生的で安全
な蜂蜜を提供しています。また、純度の高い
蜂蜜を集めるために、花粉などの蜂蜜以外の
ものが付かない専用の巣枠を使用しています。

(株)橋元養蜂園のこと
３年前に秋葉区の耕作放棄地でれんげを栽

培する、 「秋葉区れんげ畑プロジェクト」
を始めました。咲いたれんげは橋元さんが採
蜜に利用し、採蜜後に土の中にすき込むこと
で緑肥としても役立っています 。れんげ蜂
蜜は今のところ採蜜量が少ないため、製品化
せず、秋葉区のベーカリーやパティスリーに
提供しています。

今後の目標は、れんげ畑を活用して作った
農産物のブランド化や、
れんげ蜂蜜の製品化を
通して地域農家と一緒
にプロジェクトを拡大
していくことだそうで
す。

地域との関わり

甘く美しい自然の恵み
地域も養蜂も盛り上げる

(株)橋元養蜂園の６次産業化について

橋元さんが作る蜂蜜には、
桜やアカシアなどの単花蜜と、
さまざまな花をブレンドした
百花蜜があります。自然の花
から採蜜しているので、同じ
種類の蜂蜜でも年によって味
わいが変わります。かおりさ
んのおすすめは桜。

今回は新潟市秋葉区で養蜂を営む橋元かお
りさん、友哉さん夫妻にお話をお聞きしまし
た。

畜産の特集なのに養蜂？と思われた方もい
るかもしれません。実は、養蜂も畜産業のひ
とつなんです。ちなみに、蚕を育てて繭から
絹を作る養蚕も畜産業になります。
また、養蜂家の仕事は蜂蜜を採取すること

だけではありません。野菜や果樹など、農作
物の受粉を蜜蜂に担ってもらう「ポリネー
ション」用の蜂のレンタルも養蜂家の仕事の
ひとつです。橋元養蜂でも県内農家に約400
箱の巣箱を貸し出し、受粉に役立てています。

新潟県の畜産女子の
取組を紹介します！

(株)橋元養蜂園では、自ら手掛けた蜂蜜や蜂蜜加工品を各種
イベントやネットで販売する、６次産業化に取り組んでいます。

地元企業と連携して製作し
たミード（蜂蜜酒）。元々は
お二人の結婚式で参列者に振
舞おうと作ったものです。

かおりさんは取材の中で、
もっとミードの認知度が上が
るよう頑張りたいと今後の意
気込みを語ってくれました。

P
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小百合さんは農業大学校で花きを専攻し、卒業後は飲食業に従事していました。
日々の仕事の中で、一般に流通している食材を使った料理では生産者の顔が分かり

にくいことに気付き、料理を通じて養豚農家である家族について知ってもらいたいと
の想いから平成26年に「ガーデンカフェかものはし」をオープンしました。

百合さんのこだわりはお料理だけでなくお庭にも。
自分のお店を開く前、北海道の観光農園にあるカフェで

経験を積んでいました。そこで、北海道には庭を見ながら
食事ができるお店が多いことに気付き、自分のお店でも同
じような体験ができるようにしようと、１年かけて自分の
庭を作り上げました。

庭づくりには、家族が経営する豚舎の堆肥や元々あった
落ち葉を活用しました。農薬や化学肥料を使っていないた
め、四季折々の多様な生き物が庭を訪れるそうです。

の植物を使ったリース作りな
ど、カフェ内でイベントも行って
います。取材に伺った時は、紫陽
花のリースが飾られていました。

そのほかにも、畜産女子会を通
じて親子一緒に作れる料理イベン
トを開催したり、中学生の職場体
験を受け入れたりと、地域の食育
活動に積極的に貢献しています。

ンチメニューのポークステーキには、家族が経営す
る(株)タケファームの肩ロースを使用しています。

野菜や果物は、農業大学校時代の友人や知り合いの農
家さんが作った農作物＝小百合さんが実際に食べておい
しいと感じたものを使用しています。

家族が育てた豚のPRと、
愛されるカフェ作りを
頑張ります！

こだわりの詰まった
庭園カフェで
家族が育てた豚肉を
PR

ラ

庭

小
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今回は家族で養鶏を営む清水さつきさん（写
真左）、眞佐夫さん（中央）、泉さん（右）に
お話を伺いました。

さつきさん達が経営する(有)ツバメファーム
は燕市にあり、自社で生産した鶏卵を直売所や
ネット販売を通して直接消費者に届けています。
飼料へのこだわりや、直売所を訪れる方々に向
けた工夫など、直売に注力する農家ならではの
お話をたくさん聞くことができました。

ツバメファームでは、鶏が食べる飼料にアス
タキサンチンやごまを配合して与えています。
アスタキサンチンが持つ抗酸化作用、ごまが持
つセサミンやビタミンＥは、飼料を食べた鶏の
卵にも豊富に含まれており、自社ブランドの
「アスタ卵」「ごま卵」として販売しています。
また、アスタ卵を使用したゆで卵も作っていて、
直売所で購入可能です。

新たなブランド卵も開発中です。血圧や血中
コレステロールを低下させる効果があると言わ
れている不飽和脂肪酸が豊富に含まれているエ
ゴマのおからを配合した飼料を与えています。

アスタ卵とそのゆで卵やごま卵、そして開発
中の「えごまたまご」——ツバメファームのブ
ランド卵には食べた人に健康になってほしいと
いう思いが込められています。

ツバメファームの鶏舎のそばに、卵の直売所
が建っています（①）。ここではツバメファー
ムのブランド卵が24時間いつでも購入できます。

直売所運営には様々な工夫が。
例えば②の写真。直売所の卵自動販売機は、

お金を入れてボタンを押すと扉のロックが解除
されるシステムですが、よく見ると扉の内側に
レシートが貼ってあり、必要に応じて剥がして
持っていくことができます。無人販売でもレ
シートを必要な方だけに渡せるよう考えたそう
です。

③の写真は試作段階の工夫。直売所で人気の、
卵が山盛りに入った商品を複数買ってくれた人
のために、積み重ねて持ち運ぶのに便利な重ね
箱を試作したとのこと。

どちらの工夫も、直売所に足を運んでくだ
さった方が、より卵を買いやすく、使いやすく
なる心遣いです。

農業の中でも畜産、特に養鶏は地域や担い手
に受け入れられないことが多く、かつて清水さ
んの周りにいた養鶏農家の方々も様々な理由で
辞めていってしまったそうです。

そんな中でも清水さん達は、もみ殻と鶏糞を
発酵させた堆肥を販売し、買ってくださった方
が持ち帰りやすいように堆肥を袋詰めする機械
を設置する等、地域と共存できる、消費者に
「ツバメファームの卵が欲しい」と言われるよ
うな養鶏場を作ることを目指しています。

目
指
す
は
「
卵
の
デ
パ
ー
ト
」
！
真
心
と
栄
養
が
満
点
の
卵
の
ヒ
ミ
ツ

05
新
潟
県
の
畜
産
女
子
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
！

①

③

②
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今回は獣医師の大勝裕子さんにお
話を伺いました。

裕子さんは新潟市西蒲区にある中
央家畜保健衛生所に獣医師として勤
務されています。新潟の畜産を衛生
面から支える家畜保健衛生所の仕事
について、詳しく聞きました。

家畜保健衛生所とは？

家畜保健衛生所では、畜産振興を
目的に、農場の衛生管理指導、病気
になってしまった家畜の詳しい診断
などを行っています。都道府県が設
置する機関で、新潟県内には支所を
含めて５か所の家畜保健衛生所があ
ります。

家畜保健衛生所の伝染病対策

鳥インフルエンザの防疫対策が本
格化する今の季節、裕子さんが勤務
する家畜保健衛生所では、伝染病を
未然に防ぐため農場への立入調査・
指導に力を入れています。県内の農
場に直接赴いて衛生管理体制を確認
し、伝染病予防のためにできること
があれば農家さんに対し指導を行い
ます。

この衛生指導の難しさは、絶対が
無いことにあります。どんなに気を
付けていても伝染病が発生する可能
性はゼロにはなりませんし、実行し
た対策が実際に効果を発揮したかど
うか確かめられないことです。また、
農場の規模や人員などの環境によっ
て実現可能な対策に違いがあります。

複雑な実情と農家さんの気持ちに
寄り添いながら、農家さんと一緒に
対策を考えています。提案を農家さ
んが受け入れてくれたときや、対策
が上手くいって農家さんに感謝され
たときに達成感を感じるそうです。
農場への直接的な指導のほかにも、
様々な伝染病対策を行っています。

畜産農家向けの対策として、注意
喚起のパンフレットを作成・配布し
たり、定期的な自己点検をお願いし
たりしています。

畜産以外の関係機関にも協力をお
願いしています。新潟県は米の生産
が盛んで水田が多いため、農業用の
ため池も広く存在します。養鶏場近
くのため池に鳥インフルエンザウイ
ルスを保有している可能性のある水
鳥が入れないよう、冬はため池の水
を抜いたり水面に鳥よけ用のテグス
を張ったりしてもらえるよう働きか

裕子さんから皆さんへ

10月26日に、県内で今シーズン1
例目の鳥インフルエンザが発生しま
した。10月～翌年５月の間は野鳥の
飛来が多くなり、それに伴い鳥イン
フルエンザ発生の危険性も高くなり
ます。家畜伝染病対策に終わりは無
く難しい問題ではありますが、発生
リスクを少しでも下げられるよう、
衛生管理の徹底や異常鶏発見時の即
時通報など、今後とも対策へのご理
解ご協力をよろしくお願い致します。

また、鳥インフルエンザが発生し
てしまったとしても、感染した鶏卵
や鶏肉が市場に出回ることはなく、
鶏卵や鶏肉を食べることにより鳥イ
ンフルエンザに感染することはあり
ませんので、消費者の皆さまは安心
して畜産物をお買い求めください。

縁の下の力持ち

畜産を支える

獣医師の仕事

けています。
また、伝染病が発生してしまった

時にスムーズにまん延防止措置が講
じられるよう、行政を対象に訓練も
行っています。新潟県拠点でも10月
に、家畜保健衛生所の指導のもとで
講義を受け、防護服の着脱訓練を行
いました。

▲鶏卵を使ったウイルス検査の様子

▲拠点で行われた防護服着脱訓練

新潟県の畜産女子の
取組を紹介します！
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美幸さんの６次産業化はチーズを
作って売るだけでは終わりません。
販売先の店舗に自ら配達に行き、お
店の方とコミュニケーションを取っ
たり、購入者の様子を観察したりし
ています。
また、地域のイベントでチーズを
販売したことをきっかけに、地ビー
ル会社の社長と知り合い、飼料とし
て麦芽かすを提供してもらっている
そうです。美幸さんはチーズ作りを
通して地域や消費者、他業種との交
流の輪を広げています。
ロイアルヒルホルスタインズの牛
舎がある地域では、現在宅地化が進
んでいます。住宅が増えると、牛舎
の臭いに気を付けていても苦情が来
てしまうことがあります。そのよう
な境遇でも地域と仲良くするため、
使われなくなった農地を積極的に引
き受ける、堆肥が欲しいと言われた
ら譲るなど、酪農を続けていける方
法を探っています。

牛舎設備について

の名前で、直売所やデパートで販売
することに繋がったそうです。現在
は牛舎近くに建てられた工房に加工
場を移し、より新鮮で搾りたての牛
乳を使い加工品を製造しています。

美味しいチーズやヨーグルトを作
るには美味しい牛乳が欠かせません。
ロイアルヒルホルスタインズの牛舎
設備には牛たちが快適に過ごせる工
夫がたくさんありました。
牛乳の味は、牛が食べるもので決
まります。牛が食べるものには餌だ
けでなく空気も含まれます。空気の
臭いが牛乳の香りにも影響を与えて
しまうため、牛舎内には空気がこも
らないよう巨大な送風機が取り付け
られていました。

牛一頭一頭に寄り添った設備もあ
りました。上の写真は自動給餌機で
す。搾った牛乳の量をもとに、牛一
頭ごとに餌の量を調整して与えてい
ます。

地域や消費者との関わり

鮮
度
抜
群
の
牛
乳
で
６
次
産
業
化

チ
ー
ズ
で
広
げ
る
地
域
の
輪

07
畜
産
女
子
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
！

６次産業化に取り組むきっかけ

チーズ作りの始まり

今回は新潟市江南区にあるロイア
ルヒルホルスタインズで、夫婦で酪
農を営む坂井美幸さんにお話を伺い
ました。
美幸さんは牛たちの飼育・搾乳を
しながら、牛舎近くの工房でチーズ
やヨーグルトを加工・販売する６次
産業化にも取り組んでいます。お話
を聞いていくうちに、美幸さんが始
めた６次産業化を軸にロイアルヒル
ホルスタインズと地域の繋がりが広
がっていることが分かりました。

美幸さん夫婦が生産した牛乳がど
こでどう売られているか分からない
ことがチーズ作りに挑戦するきっか
けでした。
酪農家が生産した牛乳は、北陸酪
連に集荷され、他の酪農家の牛乳と
一緒に各メーカーに出荷されます。
そのため、品質にこだわって生産し
ても他の牛乳と混ざってしまいます。
また、スーパーなどで売られている
さまざまなパックのどれに自分の牛
乳が入っているか特定できません。
ロイアルヒルホルスタインズの牛
乳を味わってもらうためには混じり
気のない牛乳を使った製品を販売す
ることが必要だと考え、加工を始め
ました。

美幸さんのチーズ作りは自宅の台
所で始まり、改良を続けるうちに
チーズにハマったとのこと。
同じ時期に、新潟市アグリパーク
内に６次産業化を支援するための食
品加工支援センターが新設されまし
た。この施設を借りて製造を始め、
最初はアグリパークの名前で加工品
の販売をしていましたが、評判が広
まり、ロイアルヒルホルスタインズ
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新潟県の和牛ブランド、にいがた和牛の要件は、
県内で育った黒毛和種であること、肉質が３等級以
上かつ歩留まりがＢ以上であることです。その中で
も、村上市・関川村・胎内市で育ち、肉質が４等級
以上のものが村上牛として認定されています。

村上牛関連３団体について

村上牛に関する３つの団体を紹介いただきました。
・「村上牛生産協議会」では、生産者とＪＡ等が主
体となって、村上牛の安定的な生産や今後のブラン
ド戦略について協議を行っています。
・「ＪＡ畜産部会」は、村上牛の生産者組織です。
村上牛の生産に関する情報共
有や研修を通してより良い村
上牛を追求しています。
・「村上牛友の会」は、村上
牛が食べられる・買える飲食
店や精肉店からなる団体で、
販売面から村上牛を盛り上げ
ています。彩咲さんは友の会
の事務局として、加盟店を紹
介したパンフレットを作成し
たり、地域のイベントに出店
したりして村上牛のＰＲ活動
を行っています。

村上牛の現状、今後の課題

彩咲さんは新たな担い手の確保を今後の課題とし
て挙げています。

村上牛の飼養頭数、生産農家数は高齢化による廃
業などにより年々減少傾向にあります。しかし、村
上牛に認定される肉用牛の割合は増加しており、現
在の認定率は95%を超えています。さらに、優れた
生産技術を持つ肥育農家を対象に新潟県が認定する
「にいがた和牛肥育名人」に４人の村上牛農家が選
出されました。生産規模の縮小に反して村上牛の生
産技術は年々向上しています。

高い生産技術を次の担い
手に伝えるため、県農業大
学校の学生を肥育名人のも
とで受け入れたり、雇用形
態作りのサポートを行った
りと、就農を考えている人
と生産農家の両方を支える
取組を進めています。

今回はＪＡ北新潟職員の高橋彩咲さんに
お話を伺いました。

彩咲さんは村上牛の振興・営農指導を担
当しています。子牛の生産から肥育、出荷
までの一連のサポートやブランドのＰＲ、
交付金申請に対する助言等、村上牛に関係
する様々な業務を担っています。新潟を代
表するブランド牛を取り巻く状況、今後の
課題について詳しく聞きました。

１２３４５
A1A2A3A
B1B2B3B

C1C2C3C4C5C

▲Ａ～Ｃは歩留まり、５～１は肉質のランク付けです。
歩留まりは体重に対する正肉（余分な脂肪と骨を取り除いたもの）の割合、
肉質は霜降りの多さや肉の色等で決まります。

▲彩咲さんおすすめの村上牛料理はステーキ！柔らかい肉質と、
甘みがあってサラリとした脂を、ガツンと味わえるとのこと。

▲肥育中の村上牛。肥育名人
のもとで愛情込めて育てられ
ているのでカメラを向けても
リラックスしています。

厳しい基準をクリアした村上牛は、肉用牛の肉の
品質を競う「全国肉用牛枝肉共励会」で何度も上位
入賞を果たし、さらに２回日本一に輝いており、そ
のおいしさは全国的に認められています。

和牛の中のエリート！村上牛！

▲村上牛友の会で作成したＰＲ
用グッズたち。右下の村上牛の
マスコットは村上市内にある繭
玉工房の作品です。

08新潟県の畜産女子の取組を紹介します！

村上牛の魅力発信！
ＪＡ職員が語る和牛の裏側
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智
美
さ
ん
は
畜
産
部
門
の
う
ち
、
肥
育
後
期
か
ら
出
荷

ま
で
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

肥
育
前
期
を
担
当
し
て
い
る
に
い
が
た
和
牛
肥
育
名
人

の
お
義
父
さ
ん
と
、
後
継
者
の
息
子
さ
ん
に
育
て
ら
れ
た

牛
は
と
て
も
人
懐
っ
こ
く
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
や
餌
や
り
の

時
に
構
っ
て
ほ
し
く
て
じ
ゃ
れ
て
く
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

智
美
さ
ん
は
牛
一
頭
一
頭
に
名
前
を
付
け
て
お
世
話
を
し

て
い
ま
す
が
、
牛
も
自
分
の
名
前
を
理
解
し
て
い
る
の
か
、

智
美
さ
ん
が
呼
ぶ
と
振
り
返
っ
て
く
れ
ま
す
。

牛
肉
の
直
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
農
協
を
通
じ
て

「
津
村
さ
ん
ち
の
新
発
田
牛
が
欲
し
い
」
と
名
指
し
で
言

わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
日
々
の
お
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

智
美
さ
ん
の
今
後
の
目
標
は
、
牛
と
も
っ
と
仲
良
く
な

る
こ
と
。
小
千
谷
市
に
出
か
け
た
と
き
、
お
爺
ち
ゃ
ん
の

後
ろ
に
く
っ
つ
い
て
の
ん
び
り
散
歩
す
る
牛
を
見
て
、
自

分
も
牛
が
後
ろ
を
つ
い
て
歩
い
て
く
れ
る
よ
う
な
お
世
話

を
し
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
牛
肉
の
質
を
高
め
な
が
ら
、
今
よ
り
も
肉
付
き

の
良
い
大
き
な
牛
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
、
肥
育
名
人
の

お
義
父
さ
ん
や
、
周
り
の
新
発
田
牛
生
産
者
を
見
て
日
々

勉
強
を
続
け
て
い
ま
す
。

津
村
さ
ん
ご
家
族
は
３
世
代
で
農
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

智
美
さ
ん
の
旦
那
さ
ん
が
稲
作
を
、
お
義
母
さ
ん
が
園
芸

作
物
を
、
お
義
父
さ
ん
と
智
美
さ
ん
と
息
子
さ
ん
が
畜
産

を
担
当
し
て
い
ま
す
。

担
当
は
違
っ
て
も
、
ご
家
族
の
間
で
連
携
し
合
っ
て
経

営
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
牛
舎
で
出
た
堆
肥
は
田
ん
ぼ

に
入
れ
、
牛
が
食
べ
る
稲
わ
ら
を
作
る
循
環
農
業
を
し
て

い
ま
す
。
他
に
も
、
お
義
母
さ
ん
が
作
っ
た
野
菜
を
仕
入

れ
て
い
る
シ
ェ
フ
か
ら
「
野
菜
が
お
い
し
い
な
ら
同
じ
場

所
で
育
っ
た
牛
肉
も
お
い
し
い
は
ず
！
」
と
牛
肉
も
一
緒

に
買
い
付
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

新
発
田
牛
は
、
村
上
牛
に
次
ぐ
新
潟
県
２
例
目
の
「
に

い
が
た
和
牛
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
、
令
和
３
年
春
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

１
月
号
の
記
事
で
、
特
定
の
地
域
で
育
ち
、
歩
留
ま
り

が
Ｂ
以
上
か
つ
肉
質
が
４
等
級
以
上
で
あ
る
こ
と
が
村
上

牛
の
認
定
条
件
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
新
発
田

市
で
育
ち
、
村
上
牛
と
同
等
の
歩
留
ま
り
と
肉
質
を
持
つ

牛
肉
が
新
発
田
牛
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

新
発
田
牛
の
生
産
者
は
現
在
６
戸
。
小
規
模
な
ブ
ラ
ン

ド
で
す
が
、
６
戸
の
う
ち
２
戸
が
に
い
が
た
和
牛
肥
育
名

人
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
牛
肉
の
質
の
良
さ
を

競
う
共
励
会
で
何
度
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
素

晴
ら
し
い
肥
育
技
術
を
持
つ
方
々
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

今回は家族で農業を営む津村
智美さんにお話を伺いました。

津村さんご家族は新発田市で
稲作や園芸、畜産と多角経営を
行い、智美さんは新発田牛の肥
育を担当しています。農業の家
族経営やブランド和牛の育成に
ついて、詳しくお聞きしました。

３世代で育てる
ブランド和牛！
新発田牛の
生産現場に迫る

新潟県の畜産女子の取組を紹介します！

Ｎ
Ｅ
Ｗ
ブ
ラ
ン
ド
和
牛「
新
発
田
牛
」

智
美
さ
ん
の
お
仕
事
に
つ
い
て

津
村
さ
ん
ご
家
族
に
つ
い
て

今
後
の
目
標

▲智美さんと息子さん。
息子さんは将来の後継者としてにいがた和牛肥育
名人のお義父さんの傍で肥育を学んでいます。

▲智美さんにブラッシングされて気持ちよさそう
でした。

０９
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三田（以下：三）：本日はよろしくお願いします。
早速ですが、まずは佐藤さん、鈴木さんの普段のお仕
事内容についてお聞かせください。

佐藤さん（以下：佐）：普段は畜産経営コンサルタ
ントや補助金業務、にいがた和牛の推進協議会事務局
の業務など行っています。

鈴木さん（以下：鈴）：普段は総務や経理、人事な
ど幅広い業務を行っています。

三：佐藤さんが実際に畜産農家と接する業務を、鈴木
さんが協会組織を運営していくための業務を担当して
いるんですね。普段のお仕事で両輪を担うお二人だか
ら畜産女子会の運営もうまくいってるのかなって思い
ます。女子会の立ち上げのきっかけは何だったんです
か？

佐：（公社）中央畜産会の事業で、女性畜産農家のグ
ループ化を支援する取り組みがあったので、平成27年
に最初のグループを作りました。当初は女性畜産農家
の方に電話で直接参加を呼び掛けて、会議や意見交換
会をやっていたのですが、徐々にガーデニング教室や、
牛舎見学など、イベントの種類を増やしていきました。
最終的に、女性が集まって活動するグループを正式に
作ることになり、平成29年に今の畜産女子会を立ち上
げました。

三：立ち上げ前２年間の準備期間の活動が楽しかった
から、続けようって声が上がったんですね。企画を考
えるのって大変だったんじゃないですか？

鈴：私と佐藤さんで企画を考えるほかにも、協会内
で相談して案をもらったり、女子会の皆さんからや
りたいことを募集して形にしたりしていますね。

三：過去にはビジネスマナーの講習会や佐渡での勉強
会などもされてますが、それも女子会の皆さんの要望
を実現したんでしょうか？

佐：そうですね。ほかの人の畜舎を見てみたいとか、
イベントに参加したいという要望が多いです。東京の
食肉市場にも行きました。

三：食肉市場ですか。なかなか個人では行けない場所
ですね。

佐：個人では行けないし、行く機会があっても旦那さ
んやお父さんが参加することが多いんです。女子会の
名前で声をかけることで女性も行きやすくなることを
狙って企画しました。

三：女性が参加しやすいというのは重要ですね。いろ
いろ工夫してイベントを企画していたところにコロナ
が流行ってしまって……そんな中でも企画をされてい
ましたね。

佐：ＺＯＯМを使って、オンラインの企画を続けまし
た。健康学習会を開催してストレッチとかもやりまし
たね。

昨年６月から９回にわたり、新潟県の畜産女子を紹介する記事を連載してきました。10回目となる今回は、今まで紹介
した畜産女子の皆さんが所属している「にいがた畜産女子会」を運営する佐藤紫織さん、鈴木奈美子さんにお話を伺いま
した。

お二人は「公益社団法人 新潟県畜産協会」の職員として勤務する傍ら、「にいがた畜産女子会」を立ち上げ、イベン
トへの出店や会員向け研修会の企画等を通して、畜産に携わる女性のコミュニティ作りに取り組んでいます。女子会の立
ち上げ経緯から今までの歴史・活動の振り返り、そして今後の目標についてじっくり聞いてきました。

▲今回の記事は、佐藤紫織さん（中央）、鈴木奈美子さん（右）、新潟県拠点で畜産振興を担当している三田（左）の対談形式でお送りします。

明るく楽しくアクティブに！
女性がつなぐ絆「にいがた畜産女子会」を語り合う！

10
新潟県の畜産女子の
取組を紹介します！

▲ビジネスマナー講習（左）や会員の農畜産物を使った料理教
室（右）など畜産の枠を超えて様々なイベントを行っています。
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鈴：みんなでカメラ繋いでね。この時に畜産女子会の
ロゴマークも作りました。

佐：女子会の皆さんからロゴマークに入れてほしい要
素を募集して、制作会社の方に何パターンか作っても
らって、投票で決めました。

三：ロゴマーク素敵ですよね。畜産に携わる方々が思
いを込めて作ったのが伝わってきます。女子会のキャ
ラクターも皆さんで作ったんですか？

佐：そうですね。まず、制作会社に案を作っていただ
いてから会員で意見を出し合い、協会の女性職員に手
伝ってもらって作りました。キャラの設定とか衣装の
小ネタとか、分かる人には分かるかなと思っています。

（あとがき）
10回の連載が終わりま

した。新潟で畜産という
と馴染みがないかもしれ
ません。しかし県全体の
農業産出額のうち、畜産
は約２割を占めている重
要な産業の一つです。こ
れまでの記事が畜産のイ
メージ向上や現状を知る
一助となれば幸いです。

にいがた畜産女子会の
佐藤さん、鈴木さん、お
忙しいところ快く取材を
受け入れてくださった畜
産女子会会員の皆さま、
そして連載を読んでくだ
さった皆さま、本当にあ
りがとうございました。

▲にいがた畜産女子会のキャラクター。
新潟ならではの小ネタがデザインに取り入れられています。

鈴：会員や協会職員が気持ちを込めて作ったキャラク
ターなんで、今後もっと活用していきたいです。

三：感染症に注意しつつ、今後対外的なイベントが再
開できたらいいですね。

佐：そうですね。その一環で今年度は10月に幕張メッ
セで開催された農業WEEKに女子会で行きました。

鈴：海外の企業ブースで通訳を交えて商談されてる女
子会の方もいました。

佐：皆さん積極的でしたね。興味を持っている方はた
くさんいるんですが、個人では参加しにくいと思う方
もいるみたいです。気になるイベントに参加しやすく
なるようなきっかけを作り続けたいです。

鈴：少しでも多くの会員が参加できるように企画の日
程には気を付けています。畜産に携わる以上、多忙で
外に出られない時期・時間帯はどうしてもあるので。

三：お二人が会員の皆さんのことを考えて運営してい
るのがよく分かります。最後に、今後の目標を教えて
ください。

鈴：肩ひじ張らずに、細く長く女子会活動を続けてい
きたいと思っています。コロナ禍前のように対外的な
イベントにも積極的に参加して、より活気のある会を
作りたいです。

佐：新しいイベントの企画に加えて、佐渡に研修に
行ったり、山古志の闘牛を見に行ったり、以前やって
楽しかった企画もまたやりたいと思います。

三：そうなんですね。今後も連携して活動のＰＲがで
きればと思います。本日はありがとうございました！
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